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て北半球で極域成層圏雲が頻繁に発生していたこと

を詳細な解析から明らかにした．さらに同時期に観

測された成層圏オゾンの解析結果から，極域におけ

る成層圏オゾンの化学破壊に，極域成層圏雲が関

わっていたことを示した．また，硝酸のデータを組

み合わせた解析により，極域成層圏雲内における3

成分系液滴粒子や固体粒子の存在とその気温履歴を

明らかにした．

　林田会員はまた，国立環境研究所在職当時，オゾ

ン層研究チームの一員として，成層圏オゾンの長期

モニタリングのためのオゾンライダーの建設に参画

し，その性能評価シミュレーションを行ったほか，

気象解析ツールの開発など大気化学研究を支援する

研究においても貢献が認められる．

　以上の理由から，日本気象学会は本年度の堀内賞

を林田佐智子会員に贈るものである．
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2002年度日本気象学会奨励賞の受賞者決まる

受賞者：大沼啓人（岐阜地方気象台）

研究題目：岐阜における著しい高温と降水分布の地域

　特性に関する研究

選定理由：大沼啓人会員は，岐阜地方気象台で現業業

　務及び防災気象業務に従事するかたわら，岐阜県の

　地域的な気象特性の研究を続けてきた．最近では岐

　阜市における夏の著しい高温の発生メカニズムに取

　り組み，高温日を対象にしたデータ解析とパソコン

　版非静力学モデルを利用した数値実験を行った．こ

　れらの研究により，高温が北～西風の山越えに伴う

力学的フェーンの性格を持つことが指摘され，

フェーンの発生をもたらす典型的な総観パターンが

導かれた．大沼会員はまた，注警報の地域細分化を

念頭に置いて，岐阜県内における降水の地域特性の

研究に取り組み，クラスター分析等を利用して降水

分布の特徴を統計的に把握した．さらに，降水量と

土砂災害との量的な関係を調べ，気候学的に降水量

が多く注警報の基準値が高めに設定されている山間

部では，注意報基準値以下の雨で土砂災害が起こる

比率の高い地域もあることを指摘した．これらの成
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果は，防災気象情報の細分化・高度化に向けた貴重

な資料になるとともに，地域固有の現象に対する気

象学的理解を深めることに貢献するものである．

よって，日本気象学会は大沼啓人会員に今年度の奨

励賞を贈るものである．

　　　　　　　　参　考　文　献
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大沼啓人，2001b：気象学的にみた岐阜の暑さ，第8回日

　本気象学会中部支部公開気象講座，7－14．

大沼啓人，熊谷政三，2001：岐阜県における土砂災害か

　らみる大雨注・警報基準値の評価，東京管区調査研究

　会誌，（33），300－301．

大沼啓人，林広樹，太田弘彦，2002：岐阜の異常高温

　パターン，東京管区調査研究会誌，（34），CD－ROM．

受賞者：上口弘晃（新潟地方気象台）

研究題目：茨城県における雷活動の地域特性と雷雲の

　移動に関する研究

選定理由：上口弘晃会員は，2002年3月まで水戸地方

　気象台に勤務し，防災気象業務に従事するかたわら

　茨城県内で発生した風水害の調査を行ってきた．こ

　こ数年は，雷雲の出現と実態を詳しく調べ，その成

　果を現業的な予測法の開発に還元するテーマに精力

　的に取り組んでいる．この中で上口会員は，東京電

　力の「雷放電位置標定システム（LPATS）」のデー

　タを利用して関東地方の2．5kmメッシュの雷放電

　の発生分布図を作成し，茨城県内の雷活動に大きな

　地域差が見られることを示した．また雷放電位置の

　移動状況に基づき，雷雨の通り道すなわち「雷道」

　の存在を示唆した．さらに，米国における最近の研

　究成果にヒントを得て，地上から500hPaまでの平

　均風と鉛直シアの効果を採り入れた雷雲の移動の予

　測方法を提案している．このほか，突風によって屋

　根瓦の破損やビニールハウスの倒壊などの被害が発

　生した際には直ちに現地調査を行い，被害状況と気

　象状況の解析に基づいて，その原因が組織化された

　積乱雲に伴う竜巻であることを指摘した．これらの

　研究成果は，雷雨や竜巻などのメソ擾乱に対する気
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象学的知識を増し，社会の防災意識の向上にも資す

ると考えられる．・よって，日本気象学会は上口弘晃

会員に今年度の奨励賞を贈るものである．

　　　　　　　　参　考　文　献
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　（143），31－38．

水戸地方気象台，2000：茨城県に発生した竜巻について

　一十王町から高萩市を襲った竜巻，東管技術ニュース，

　（138），24－31．

受賞者：平松和彦（北海道旭川西高等学校）

研究題目：ペットボトルを使った人工雪発生装置の考

　案とその普及活動

選定理由：平松和彦会員は，高校教員として学校業

　務・授業を行うかたわら，士別市立博物館特別学芸

　員としても活動し，地学教育および地域研究を行っ

　てきた．旭川西高校に転勤後は「寒冷環境の教材化」

　や「室内で行う気象実験」等の研究へと発展させた．

　その間に，室内で簡単に雪結晶の成長を観察できる

　「平松式人工雪発生装置」を考案した．この装置は，

　子供たちでも容易に入手できる素材を使用して，雪

　結晶の成長を常温の室内で観察できるものである．

　1セットを安価に作成することができるため，生徒

　2～3人に1セットを準備して，数十人が一斉に実

　験を行うことを可能にした，非常に優れたアイデア

　に富む装置である．この装置による人工雪の成長実

　験は，小・中・高校ばかりでなく，全国の博物館・

　科学館，気象協会お天気コーナーなどで本人が出か

　けて実演し，大変好評を得たほか，多くの大学の一

　般教育実習や総合講座の担当教官によっても取り入

　れられた．さらに平松会員本人によって，アメリカ

　合衆国のミドルスクールでも実演され，好評を博し，

　地元新聞にも取り上げられた．また1999年オースト

　ラリアで開催された第5回気象・海洋・気候教育に

　関する国際会議で口頭発表と実演を行って大変な好

　評を得ている．こうした活動はともすれば，理科離

　れといわれる子供たちに自然現象を体験させる機会
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を作り，気象教育に大きく貢献するものである．よっ

て，日本気象学会は平松和彦会員に今年度の奨励賞

を贈るものである．

　　　　　　　　参　考　文　献
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　本雪氷学会講演予稿集，216．
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　著），東京書籍，480－485．

受賞者：森岩　聰（名古屋地方気象台）

研究題目：南東暖湿流場における東海地方の短時間豪

　雨の研究

選定理由：森岩聰会員は東海・北陸地方の気象台にお

　いて，担当業務のかたわら地域に密着した局地的な

　現象の調査研究を進め，特に南東暖湿気流場におけ

　る三重県の大雨について，気象衛星，アメダス，レー

　ダー等の資料による事例解析を積み重ねてきた．対

　象となった事例の中には，前線上に明瞭な地上収束

　線が存在し，平地でエコーが次々と発生した場合が

　ある一方で，太平洋高気圧の縁辺あるいは低気圧の

　前面で南東から暖湿な気塊が流入し，山岳効果によ

　る強い上昇流がトリガーとなって紀伊山地の東側に

　豪雨をもたらした場合もあった．後者の中には，局

地的に温度傾度が強まり地上収束線が認められる場

合もあれば，温度傾度は弱く海上からライン状に侵

入する下層雲列のもので降水が集中した事例もあ

り，紀伊山地東側で発生する短時間豪雨の多様性が

示されている．また森岩会員は，2000年9月に発生

した「東海豪雨」に際し，これまでの解析経験をも

とにいち早くメカニズムの解明に取り組み，地上収

束線の振舞と豪雨との関係を対流圏中層の擾乱の動

向に関連づけて解析した．これらの成果は，気象台

における防災気象情報の向上とともに，メソ降水系

の実態に関する知識を広げることにも貢献するもの

である．よって，日本気象学会は森岩聰会員に今年

度の奨励賞を贈るものである．
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